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　いちじくの木の教え

　「いちじくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、葉が伸びると、夏の近づいたことが分かる。それと同じように、あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、

人の子が戸口に近づいていると悟りなさい。はっきり言っておく。これらのことがみな起こるまでは、この時代は決して滅びない。天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びな

い。」

　目を覚ましていなさい

　「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。父だけがご存じである。気をつけて、目を覚ましていなさい。その時がいつなのか、あなたがたには分からな

いからである。それは、ちょうど、家を後に旅に出る人が、僕たちに仕事を割り当てて責任を持たせ、門番には目を覚ましているようにと、言いつけておくようなものだ。だか

ら、目を覚ましていなさい。いつ家の主人が帰って来るのか、夕方か、夜中か、鶏の鳴くころか、明け方か、あなたがたには分からないからである。主人が突然帰って来て、あな

たがたが眠っているのを見つけるかもしれない。あなたがたに言うことは、すべての人に言うのだ。目を覚ましていなさい。」

（マルコによる福音書　13章28―37節）

終末は完成する時

　お早うございます。私は大阪府枚方市にある日本キリスト教団磐上教会の牧師の、成田いうしと申します。今日はチャペル・アワーのお話に用いてくださって、感謝申しあげます。

どうぞよろしくお願いいたします。

　今日は、キリスト教における重要な観念の一つである、終末ということをめぐって、お話をさせていただきたいと思っております。

　聖書で、世の終わりと訳される「終末」（※シンテレイア）が本来意味しているのは、「すべてを完成させる仕上げ」、ということです。終わるということが完成を意味するのです

が、私などは子どものころに、夏休みや冬休みの終わりが近づくことは、まるで時限装置か爆弾の導火線に怯えるような感じでした。最後の期日ははっきりしているのに、自由研究が

まだ完成していないので、怯えたものです。

　キリスト教でいう終末は、最後の期日は誰にも分かりません。期日を知ることは誰にもできないけれど、時の終末があるということを人はわきまえているべきだと、聖書では示され

ています。本日の聖書箇所でイエス・キリストの言葉を読みました。

　「いちじくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、葉が伸びると、夏の近づいたことが分かる」（マルコによる福音書13章28節）。

　聖書の舞台であるパレスチナでは、夏は急激にやって来るのだと、シュバイツァー博士が書いています。冬の雨期の後に、いきなり夏が来るのです。パレスチナの夏の到来を前もっ

て知るわずかな手がかりは、木々の若葉が出始めることで、冬のうちに葉が落ちたいちじくの枝が張って葉が出始めるころが、夏の始まりでした。古代から中近東の貴重な栄養源だっ

たいちじくの実は、夏の初めの６月ごろに最初の実をつけ始めるそうです。最初の時に収穫する実は生食に供され、その２カ月ほどたってからとれる熟した実は、乾燥させて冬の間の

保存食になりました。まず夏の初めの実をとるための目印となるのが、葉が出てくることで、これを境にして急激に、夏になるのが分かるのだそうです。

　「それと同じように、あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、人の子が戸口に近づいていると悟りなさい。はっきり言っておく。これらのことがみな起こるまでは、この

時代は決して滅びない。天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない」（マルコによる福音書13章29―31節）。

　マルコによる福音書の13章は、世間一般で俗に言う「世の終わり」についてイエスが説いている箇所です。13章は全体が、小さい黙示録、小黙示録と呼ばれることがあって、そのせ

いか、この箇所で主イエスが、世の終末がどのようなものであるかを黙示録のように教えていると思われることがあります。しかし、きちんと読めば、実際はまるでその反対です。

　いわゆる世の終わりということが連想させる、俗っぽい関心を集めがちな事柄に対する冷静な批判が、13章に述べられている本来のメッセージです。この章の始めのところで、エル

サレム神殿の境内から出るときのイエスと弟子たちとの会話が書かれています。イエスの弟子たちが、エルサレム神殿が威風堂々たる壮大な建物なのでその素晴らしさについて感心し

きりでいたところ、イエスは、立派な神殿と言えども、一つの石ころも残さずに崩れ去ってしまうものだ、とつぶやきます。弟子たちは、イエスが独り言のようにそう言ったのを聞き

逃しませんでした。なぜなら、立派な神殿が崩れると言うからには、きっとそれはこの世の終わりについて言っておられるにちがいない、と思ったからです。弟子たちはイエスに耳打

ちして、「イエス様、世の終わりは、いつ来るのですか。そして、終わりのときにはどんなしるしが、つまり前兆のようなものがあるのでしょうか、教えてください」とイエスに尋ね

ました。13章はイエスがそれに答えているという内容なのですが、章全体でイエスが説いていることは、要するに、弟子たちが「この世の終わりはいつ来るのか、どういうきっかけで

世が終わるのか」などと尋ねるのは愚問にすぎないのだということです。終わりとは、いつ来るなどと期日を知ることのできるようなものではないし、そんなことを知ろうとうつつを

抜かすものではないとたしなめているわけです。「これらのことがみな起こるまでは、この時代は決して滅びない」（30節）という「この時代」と訳されたアイオーンという語は、

「わたしたちの認識するこの世の全体」というような意味で、イエスはやや謎めかした言い方をしていますが、この言葉は、通俗的な関心から連想されるような、いわゆる天変地異や

何かのことによってこの世が滅びるということはない、と、強調しているのです。とかく、世の終わり、世界が滅びるという話題になると多くの人が色めき立つものだけれど、いつ滅

びのときが来るかなどと尋ねるのは愚かなことだとイエスは言います。「天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない」（31節）。天地万物が滅びようとも、キリストの福音は滅

び去るものではない、というのがこの章での最も根底にあるメッセージです。理屈を言えば、天地万物が滅び去ってキリストの言葉が残るというのは、論理として意味をなさないこと

ですが、この言葉が言わんとしているのは、天地が滅びると色めき騒いだり、いつ世の終わりが来るのかその期日について心を奪われるのは愚かである、ということでした。

　聖書では、終わりとは「完成する」ということです。時の完成である終末について、それがいつ来るかを論じ合ってもおよそ誰にも益にはなりませんが、しかし、終末を知っている

ことそのものは、大きな益になります。「あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、人の子が戸口に近づいていると悟りなさい」（29節）という言葉は謎めいた言い方であ

り、「人の子が」という主語は原文に書かれておらず、意味がぼんやりしていますが、その分これは、「時の終末が戸口に近づいている」という意味にとることもできます。戸口に近

づくとは、自分の玄関に、ということです。自分の事柄として、時の終末を悟るべきだ、とイエスは言われたのですね。私自身は、この聖書の句を過去に繰り返し読んだつもりでいな

がら、今またこれを読んでいて、顔が赤くなって、胸が疼くような思いがします。終末を知るというのは、私が認識しているつもりでいるこの世界の全体の完成することを知ることで

あり、それは具体的にどういうことかと言うと、自分の身の回りの現実について、自分が何をなすべきか自分の役割や責任を自覚しつつ、現実をきちんと受け止めることなのだ、と思

います。我が戸口に、神の完成なさる現実が立っている。自分の置かれている状況を、いつでもそのように悟るということを、イエスは弟子たちへのメッセージとして語ったのだ。そ

のように思ってみると、いまだに自分は、いつになっても、かつて子どもの時分に夏休みの終わりの日を怯えてばかりいたころから進歩していないことを知らされます。怯えなくとも

いいから、ちゃんと、自由研究やドリルをやればいいだけだったのです。

　黒澤明の映画「生きる」で志村喬（しむらたかし）が演じた主人公は、劇中で胃がんで死にますが、生涯の最後の数カ月間の生き方で、決して彼に残された時間が延びたというわけ

ではないのにもかかわらず、主人公は「生の充実」を得ています。病を知ってから、家族や周囲の人からは慰めを得られず、娯楽や放蕩や酩酊に逃げ込んでも救われなかった主人公

は、玩具作りの職場の元部下の若い女性から、「課長さんも何か作ってみたら」と偶然促されたことにより、最後の数カ月間で、自分が「何か作ってみること」で充実を得て、本当に

満足して最期を迎えます。自分が仕事で作るものによって、知らない誰かともつながっている、という悦びを得た主人公は、かけがえのない生の充実を味わいつつ、人生を閉じるので

す。それと同じで、「我が戸口に立つ終末を知る」ことは、かけがえのない益となります。

　終末を知ることはそれがいつであるかを知っていることではなく、「その日、その時は、だれも知らない。天使たちも子も知らない。父だけがご存じである。気をつけて、目を覚ま

していなさい。その時がいつなのか、あなたがたには分からないからである」（32―33節）。分からないけれど、自分の事柄として時の終末を受け止めるということは、いちじくの若

葉で夏を知るようにして悟れることだから、あなたがたはそれを悟ることのできるように、気をつけて目を覚ましているべきだ、というのです。

　それは、寝ないでがんばれ、という根性論ではないだろうと思います。もちろん、自然に眠って起きる人生をとおしてだけれど、いつでも、努めてなるべく冷静に、あたう限り陶酔

状態や酩酊状態に陥らないように、自らを醒まして生きるようにするということです。興奮や、色めきはしゃぎ騒いだり、またその逆に、物事に無関心になったり、また、失望や、悲

しみや、怒りに囚われたり、そして終末というものの、知ることのできないにもかかわらず、その期日を、無益に怯えたりするようなことなどは、それらはいずれも目覚めていない状

態です。私自身は、自分が興奮や困惑にしばしば陥り、他方で終末の期日にいつも青ざめているような、文字どおり眠った状態を思うと、イエスの言葉が改めて自分に刺さって顔が赤

くなります。努めてなるべく自分を醒ましていることで、若葉に季節を知るようにして、時の終末というかけがえのない益を知ることができると、イエスは示したのです。イエスの弟

子たちは、世の終わりはいつ来るのかと色めき立って論じ合うだけで、自らを醒ましてはいませんでした。弟子たちの愚かしさは、私自身を疼かせます。

恵みに向けて自らを醒ましていること

　時の終末を自分の事柄と受け止めて、いつも自分を醒ましていることについて、イエスはたとえを話します。

　「それは、ちょうど、家を後に旅に出る人が、僕（しもべ）たちに仕事を割り当てて責任を持たせ、門番には目を覚ましているようにと、言いつけておくようなものだ。だから、目

を覚ましていなさい。いつ家の主人が帰って来るのか、夕方か、夜中か、鶏の鳴くころか、明け方か、あなたがたには分からないからである。主人が突然帰って来て、あなたがたが眠



っているのを見つけるかもしれない。あなたがたに言うことは、すべての人に言うのだ。目を覚ましていなさい」（34―37節）。

　このなかに三度、「目を覚ましている」という言葉が現れます。イエスは、十字架にかけられる前にゲツセマネの園で祈った時、弟子たちに三度、目を覚まして祈るようにとすすめ

ましたが、それは弟子たちが三度眠ってしまったからでした。自らをいつも醒ましているようにとは、信仰の姿勢について言っている言葉です。キリスト教の大事なキーワードである

この言葉は、冷静に「目を覚ましている」という一貫した状態を指しています。神に対して、いつも冷静に自らを醒ましていること。それは、いちじくの葉が茂ることで夏が分かるの

と同じようにして、神様が自分の戸口に立っていることを悟れるように、自らを醒ました状態で神様を待っているべきだという、信仰の生き方を表します。

　聖書の原文で目を覚ましていなさいというのをグレーゴレイテ（γρῃγορϵῖτϵ、gregoreite）といって、キリスト教の大事なキーワードです。俳優のグレゴリー・ペックなど欧米

のグレゴリーという人名は、この「目を覚ましていなさい」を意味するグレーゴレイテという言葉からきています。古代や中世のローマ・カトリックの教皇には、グレゴリオという名

の教皇が何人もいました。グレゴリオ聖歌を作ったのもその名の教皇です。神様に対していつでも自らを醒ましている、目覚めているという信仰を表す名前です。

終末に醒めていきる――「時の終わりのための四重奏曲」

　イエスの語った、主人の帰りを待ち目を覚ましているというたとえでは、「家を後に旅に出る人（主人）が、僕たちに仕事を割り当てて責任を持たせ」ています。一人ひとりに、ど

んな仕事をなすべきかを示して、一人ひとりに責任をもたせているというところがとても重要だと思います。イエスは弟子たちに、あなたがたは、時の終末に対してこのたとえの僕や

門番のように生きているのだ、ということを示したのです。神信仰は、時の終末に自分の戸口に神様が立っているのを悟ることができるように、自らを醒まして生きていることであ

り、それは神様が自分に割り当てている仕事があることを受け止めて、その責任を担い、夕方も、夜中も、鶏の鳴くころも、明け方も、自分に与えられているすべての時を生きること

です。与えられた人生には、日の落ちかかる夕方のような、また夜中のような、暗い闇に覆われることがありますが、闇のなかでも、家の主人の戻りを待つ僕や門番のように、神様が

自分に割り当てられた仕事や責任があることを受け止めて、神様が自分の戸口に立つのを迎えられるようにして人生を生きるということが、「目を覚まして」の意味なのです。

　最後に余談ですが、今日のお話を準備しながら私はある音楽を聴いていました。それは、20世紀のフランスの、オリヴィエ・メシアンが作曲した「世の終わりのための四重奏曲」と

いう室内楽です。初めて聴いたのは、メシアンの生誕１００年にあたる２００８年に軽井沢の聖パウロカトリック教会で行われた演奏会の録画放送で、この曲にとても胸を打たれまし

た。「世の終わりのための四重奏曲」は不思議な曲で、メシアンは聖書の黙示録にヒントを得て、これを作曲しました。全体で八つの曲からできていて、後半の６曲目と７曲目が黙示

録にある世界の終わりを表現した、騒々しく激しい曲になっています。私が初めて聴いた演奏では、チェロを弾いた工藤すみれさんの演奏が、なんとも非常に鬼気迫る感じで、強く印

象に残りました。

　世の終わりを描く激しい６曲目７曲目を挟むようにして、前の５曲目はチェロの、後ろの８曲目はヴァイオリンのソロによって、それはそれは静謐（せいひつ）な音楽が流れます。

最後の８曲目は、ヴァイオリンの高音が長く長く伸ばされたまま、彼方に消え入るように曲は結ばれます。それらは主イエス・キリストの永遠と不滅を歌う頌栄になっていて、世の終

わりの曲を前後から挟む形になっています。曲の原題の、“la fin du temps（ラ フィンデュ タン）”は、“End of time”の意味であり、「時の終わり」と呼ぶ方が正確なようで

す。八つの楽章からなっているのは、天地創造の６日間のあと７日目に安息日があったことのあとに、永遠をあらわす８日目の第８曲で完成するという意味なのだそうです。

　この曲は通常の弦楽四重奏と違って、クラリネット・ピアノ・ヴァイオリン・チェロという変わった編成で、なぜそうなっているかには、理由があります。これをメシアンが作曲し

たのは、第二次世界大戦中の１９４１年のことでした。彼は戦争の捕虜となって、ドイツ軍の捕虜収容所である、ポーランドのゲルリッツにある第８―Ａ収容所に入れられていまし

た。メシアンは収容所の中で、一つの四重奏曲を作曲します。幸いにも、収容所の所長が音楽に理解のある人だったことから、メシアンにこの作品を収容所内で演奏する機会が与えら

れたのです。演奏者は捕虜のなかから選ぶしかありませんでした。メシアンは収容所で知り合った３人の音楽家と集まり、次に楽器を調達することにしました。ところが、物資がろく

にない捕虜収容所の中で手に入った楽器は、「弦が３本しかないチェロ」や、「鍵盤を押さえると元に戻らない調律の狂ったピアノ」とか、どれも音程が壊れて使い物にならなさそう

なものでした。しかし、そのおんぼろ楽器によって、捕虜収容所の中で「時の終わりのための四重奏曲」は世界初演されたのです。１９４１年、真冬の１月15日、零下30度に達する厳

寒のなかで行われた演奏会に、数千人の捕虜たちが集まって耳を傾けたと言います。この初演を聴き終えたナチスの収容所所長は、メシアンに感謝の気持ちを告げたそうです。捕虜収

容所から解放された戦後に、メシアンは「私の作品がこのときほど、理解と集中力をもって聴かれたことはなかった」と語っています。世の終わりを表すとても不協和な和音の打撃に

支配された楽章も、そしてイエスの永遠と不滅を表す、美しい和声を極限まで引き伸ばされたスローテンポで歌う楽章も、ろくに音の出ない楽器を苦労して操りつつ、真剣に演奏さ

れ、真剣に聴かれたのでした。きっと「目を覚ましていなさい」と、時の終末を悟らせるような演奏だったのだろうと想像されます。この曲を聴くと、主イエスが言われたことが分か

るように思われました。「天地は滅びるが、わたしの言葉は決して滅びない」。戦争捕虜として明日をも知れない境遇のメシアンが、仲間と鳴らない楽器を奏でつつ、その現実のなか

で、戸口に立ち給う主イエス・キリストの平安に対して、しっかりと目覚めていたことが感じられる曲です。マルコによる福音書13章の黙示録的終末の奥底に流れているのは、私たち

に与えられている現実を自分自身の事柄として受け止め、自分は何をなすべきか、役割と責任について目を覚まして向き合うべきだ、というメッセージなのです。私自身も、我が戸口

に立ち給う救い主イエスの「あなたがたに言うことは、すべての人に言うのだ。目を覚ましていなさい」という福音を聴きつつ、与えられている時を生きてゆきたい、と心から願いま

す。
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